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研究成果の概要（和文）： 
 
 本研究の成果は、①モノ的視点から音楽教育実践史を見ることにより、昭和 10 年代におけ
る一地域の鑑賞指導、および器楽指導の諸相をとらえようとした点、②長野県飯田市、上田市
の地域における事例の比較研究をとおして音楽教育実践の状況と子どもたちの音楽体験をとら
えようとした点、③国民学校期教材の音楽的特質を主としてリズム面から解明しようとした、
この 3点に集約することができる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study revealed the following 3 points: 
1. We pointed out that we could understand the various aspects of music appreciation and 
instrumental instruction from the viewpoint of “things” at the beginning of the Showa era. 
2. We could execute the case study by comparing that of Iida City with that of Ueda City. 
3. We could study the music characteristics of the teaching materials in the period of the 
Kokumin Gakko (National School) from the rhythmic aspect. 
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１． 研究開始当初の背景 
 

本研究は、昭和 16 年度から制度化した国
民学校における芸能科音楽の研究を出発点
とし、科研費研究「音楽教育史研究における
制度・教師・学習者の関係性の探求」（平成
13～15 年度）、「昭和 10 年代の音楽教育実践

史に関する総合的研究」（平成 17～19 年度）
に引き続き、継続的に推進してきている音楽
教育実践の歴史研究である。 

研究開始当初は、「総合的学習の時間」が
新設され、その在り方が検討されていたこと
を背景に、国民学校における綜合教育への注
目が研究の発端となった。また一方で、歴史
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研究に社会学的手法を取り入れ、当時を生き
た人々ヘのアンケート調査及びインタビュ
ー調査を実施するアプローチのしかたを試
みる過程で、国民学校期の芸能科音楽の制度
化前後の時代が非常に興味深い時代であっ
たことが浮かび上がってきた。 
 芸能科音楽の時代になり、音楽の学習指導
領域は拡大し、それまでの唱歌教育に加えて
器楽、鑑賞なども行うことができる体制とな
った。その動きを準備した昭和 10 年代を長
野県の一事例の地域性とモノ的視点をふま
えとらえることで、音楽教育実践史に新たな
展開が見出せることが期待された。 
 
２． 研究の目的 
 

 本研究の目的は、我が国の小学校音楽教育

が唱歌教育から脱皮し、音楽科教育としての

成立条件を整備していった昭和初期、1930～

40 年代の動向に焦点を当て、その形成過程の

諸相を明らかにすることにある。 

 具体的には、当初、次の二点を掲げた。ま

ず 1 点目は、当時結成された音楽教育家たち

の職能団体である日本教育音楽協会の動向

に注目し、協会のメンバーのありようや、文

部省との交渉の過程をたどることにより、音

楽教育家たちの意向がどのように制度の上

に反映されていったのかについて明らかに

することであった。2 点目として、一方で、

実際の学校現場での状況をミクロに把握す

る視点が必要であり、そのために、長野県飯

田市および上田市の小学校をフィールドと

する事例研究を実施した。事例をとおして、

制度上の規定が国、県、地域教育研究会、各

学校と波及していく過程や、学校や各地域が

制度に先んじて地域ごとの音楽文化を展開

していく状況などを詳細に描きだすことを

めざした。 

 
３． 研究の方法 
 

 研究の目的にあげた 2 点目について、長野

県飯田市への調査（飯田市立座光寺小学校、

上郷小学校、飯田市歴史研究所など）および

長野県上田市への調査（上田市立清明小学校、

塩尻小学校、神科小学校、豊殿小学校）をと

おして、学校文書資料と当時の地域特性を明

らかにできるような周辺資料の収集・閲覧作

業を継続してすすめた。 

また、長野県上田市の旧塩尻村、神科村、

豊里殿城村地域住民で、当該時期に尋常高等

小学校および国民学校を卒業した年代の

方々へのアンケート調査およびインタビュ

ー調査を実施し、音楽教育の受け手（学習者）

の学校音楽にたいする意識や音楽受容の様

相を探究することとした。 

 アンケート調査は住民台帳にもとづき昭

和 5～9 年度生まれの方々を対象として、平

成 22（2010）年 9 月に実施した。発送総数

は 777 通、返送数 162 通、回収率は 20.8％

であった。さらにアンケート回答者の中から

インタビュイーを選定し、平成 23（2011）

年 3 月にインタビュー調査を実施した。 

 
４． 研究成果 
 
 本研究の成果として、以下の 3点をあげる。 
（１） モノ的視点から見る音楽教育実践史 
（２） 地域特性をふまえた事例の比較研究 
（３） 国民学校期教材の音楽的特質の解明 
 
 唱歌指導のみを教育内容としていた「唱
歌」科から、鑑賞指導や器楽指導も教育内容
に含む音楽科教育が成立していくには、ピア
ノなどの楽器や蓄音器やレコードといった
備品、つまりモノの整備が不可欠であった。 
 本共同研究において、モノ的視点から音楽
教育実践史を見ることにより、当時の子ども
たちの音楽経験を明らかにしようとした。大
沼覚子は、長野県飯田市座光寺小学校に残さ
れたレコード付録資料等の分析をとおして、
①座光寺小学校では、国民学校令に先行して
レコードや蓄音器を使用して鑑賞などを行
う環境がある程度整っていた。②レコードの
使用には鑑賞だけでなく、様々な用途があっ



 

 

た。③レコード鑑賞会が開かれていた状況は、
他の小学校との共通性が認められる、の諸点
を明らかにした。 
 山中和佳子は、長野県上田市塩尻国民学校
を中心に、当時のラッパ鼓隊とブラスバンド
の活動の状況を詳細に検討した。長野県上田
地域では、長野県高遠や東京の誠之等他地域
と比較して、ラッパ鼓隊やブラスバンドの活
動の記録が多く見られる。ラッパ鼓隊や吹奏
楽器が学校内外においてどのような文脈で
活用されたのか。また、塩尻国民学校におけ
るブラスバンド楽器導入の経緯と、その後の
演奏技術習得の状況について明らかにした。 
 西島央は、長野県飯田の竜丘地域等の教育
予算書から当時の教育費の状況を明らかに
し、一方で学校文書等の記録からピアノや蓄
音器を諸地域の学校がいつ頃、どのように入
手したのかについて検討した。学校の音楽教
育のためのモノ的整備には、教育費と寄付が
使われ、とりわけ寄付が重要であったことを
指摘した。寄付をできる経済状況と音楽活動
に対して寄付をすることを可能にする文化
状況があったといえる。 
 藤井康之は、国民学校における器楽活動に
ついて、東京の誠之、長野県の飯田と上田の
事例の比較をとおして、当時の器楽の状況を
考察した。国民学校期に取り入れられた器楽
活動は、その実態は一様ではなかったが、飯
田の座光寺の事例等は比較的早い時期の例
であり、戦後の器楽の発展につながる布石と
なった。 
 本多佐保美は、国民学校期の音楽教科書教
材の特質を、主としてリズム面から分析し、
この期のリズム的特徴として、ぴょんこ止め
リズムと拡大ぴょんこ止めリズムが約 5割を
占めていることを明らかにした。さらに歌詞
内容との相関の分析から、これらリズム型は
特に「超国家主義」、「ミリタリズム」、「生活・
勤労」の歌詞内容の歌と相関があることがわ
かった。 
 
 これらの成果をふまえ、今後の課題として
は、これまでの継続的な研究成果をまとめて、
東京と長野の事例を軸とした昭和 10 年代か
ら国民学校期（昭和 16～22 年）にいたる音
楽科教育成立の諸状況を総合的にとらえた
総説を公開することを目指したい。 
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